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　８月２２日～２４日まで２泊３日の行程で、夏季日本語プログラム参加者を対象とした見学旅行（山梨、
長野方面）を行いました。参加者は留学生及び引率教員・事務員を含め２５名でした。
　旅行中はあまり天気には恵まれませんでしたが、松本城を見学したり、富士山の５合目まで登ったり
したほか、温泉につかりお互いの交流を深めていました。
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夏季日本語プログラム留学生見学旅行

　留学生課では、８月２日（月）から８月４日（水）まで２泊３日の日程で、外国人留学生を対象とし
た夏の見学旅行（長野・山梨方面）を行いました。参加者は留学生及び引率教員・事務職員を含め、２１
名でした。
　美ヶ原高原美術館、黒部ダムなどを見学したほか、温泉につかり、お互いの交流を深めました。
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外国人留学生夏の見学旅行
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　８月５日（木）に廈門大学の潘世墨副学長が本学を訪れ、大学間交流協定の協定書に調印しました。
　調印後、本学の池端学長、立石大学院地域文化研究科長、富盛国際交流室長（学長特別補佐）、村尾教
授らと今後の大学間交流について、なごやかに懇談が行われました。
　続いて場所を研究講義棟外国語学部長室に移し、馬場外国語学部長ともなごやかに懇談が行われまし
た。
　廈門大学は、１５の学部相当組織と３８の研究科相当組織その他を持ち、２０， ０００人の在学生を有する総合
大学であり、本協定の締結により、今後の学生間の交流活動の促進が大いに期待されます。
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廈門大学と大学間交流協定を締結

　８月３０日（月）に、韓国国際交流財団から本学大学院地域文化研究科博士前期課程２年の山崎玲美奈
さんに対する奨励金の贈呈式を行いました。
　昨年の１２月に締結した協定に基づくこの奨励金は、韓国国際交流財団が本学の韓国研究の推進と、韓
国学の研究者を育成する目的のため、２００４年から２００６年の３年間、本学大学院生を対象としたものであ
り、今年が初年度となりました。
　贈呈式には、在間副学長、高橋副学長及び担当の南助教授が立ち会いました。
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韓国国際交流財団からの奨励金を贈呈
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　留学生日本語教育センターでは、９月１０日（金）に研究留学生１０名の修了式を行いました。
　修了証書授与の後、横田センター長祝辞、修了生謝辞及びほかの留学生から６か月間の日本語予備教
育についてのコメントがありました。
　式後は、留学生・センター教職員との懇談会が行われ、留学生はそれぞれの大学に入学し、専門の学
問に対する抱負を語り合いました。
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研究留学生修了式
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　留学生日本語教育センターでは、９月３０日（木）～１０月１日（金）に信州方面へ１泊２日の秋季研修
旅行を行い、学部進学留学生７１名・引率教職員４名の合わせて７５名が参加しました。
　当日は天候にも恵まれ、オルゴール作り体験、和太鼓体験、松本城・精密機器工場などを見学し、お
互いの交流を深めました。

�
�

�
�

���������
���������
留学生日本語教育センター秋季研修旅行
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　留学生日本語教育センターでは、１０月８日（金）に研究留学生５名、教員研修留学生５名の入学式を
行いました。
　横田センター長の入学許可・告辞の後、留学生から自己紹介がありました。
　式後は、留学生・センター教職員との懇談会が行われ、留学生は日本留学の第一歩を踏み出しました。
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研究留学生・教員研修留学生入学式
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　大学間交流協定の締結更新のため、２００４年１０月１日にラオス国立大学学長が本学を訪れ、学長室にて
調印式が行われました。ラオス国立大学からは学長をはじめ、工学部長や工学部の先生方が出席されま
した。本学からは、池端学長の他、在間副学長、馬場外国語学部長やラオス語専攻の教員一同が出席し
ました。学生交流に関する合意書にも調印し、その後、和やかに今後の両大学の交流について話し合い
が行われました。
　ラオス国立大学は、１１の学部と７つの学術センターからなるラオス唯一の総合大学で、約１５０００人の学
生数を有するラオス最高峰の教育機関です。２００３年からは日本語専攻も新設され、本協定の更新により、
教員や学生間のさらなる交流の促進が大いに期待されます。
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ラオス国立大学と大学間交流協定を締結
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　附属図書館では、平成１２年の新キャンパス移転以降毎年講演会を開催していますが、本年は、国立西
洋美術館館長であり、本学経営協議会委員でもある歴史学者の樺山紘一氏を迎え、「知と技のつどうとこ
ろ　－図書館と博物館と博覧会－」との演題で、さる１０月２７日に開催されました。
　これは、「広く地域社会に開かれた大学・図書館の行事」として位置づけ、新聞広告や近隣自治体の広
報誌への掲載及び大学図書館・公共図書館への案内など、地域住民に対しても幅広く広報を行いました。
当日は、池端学長をはじめ、本学学生、教職員、地域住民など１２０名余の聴衆が集うなかで行われました。
９０分の講演会は、氏の軽快な語り口に聴衆は引き込まれ、盛況のうちに終了しました。また、講演会と
同時開催事業として、『出版文化を通してみるカンボジア現代史』と題する貴重図書の特別展示が１１月２２
日まで開催されました。
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図 書 館 講 演 会

講演者の樺山氏

熱心に聞き入る聴衆
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　留学生日本語教育センターでは、１１月６日（土）に留学生日本語教育センター棟の新築とメインキャ
ンパスへの移転を記念し、「アカデミック・ジャパニーズを考える」と題してシンポジウムを開催しまし
た。外部からの出席者８９名、センター教員２６名、講演者等６名を合わせると参加人数は、１２１名でした。
教職員の協力により大変盛況で有意義なシンポジウムとなりました。
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留学生日本語教育センター移転記念シンポジウム
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　平成１６年度国立大学法人東京外国語大学永年勤続者表彰の授与式が平成１６年１１月２４日、学長室におい
て行われ、学長から被表彰者に対し、永年の勤続に対するお祝いとねぎらいの言葉が述べられるととも
に、表彰状並びに記念品が贈られました。
　被表彰者は、次のとおりです。
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（写真）
　前列左から　稲田、川口、八尾師、宮崎、池端学長、冨田（章）、水村、冨田（了）、斉藤
　後列左から　加賀教務課長、鈴木学務部長、馬場外国語学部長、在間副学長、高橋副学長、　望月事務局長、
　　　　　　　篠山会計課長、石野留学生課長、本橋附属図書館事務長（敬称略）

職　　　　　名氏　　名

教員・外国語学部教授市　川　雅　教

教員・外国語学部教授稲　田　雅　洋

教員・外国語学部教授川　口　健　一

教員・外国語学部教授八尾師　　　誠

教員・アジア・アフリカ言語文化研究所教授宮　崎　恒　二

教員・留学生日本語教育センター助教授佐　藤　宏　孝

事務職員・会計課用度係長冨　田　　　章

事務職員・学務部教務課教務第一係長水　村　直　人

事務職員・学務部留学生課専門職員冨　田　　　了

事務職員・附属図書館資料サービス係長斉　藤　眞一郎
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　アジア・アフリカ言語文化研究所は、１２月１４日から１６日までの３日間、同研究所大会議室において、
「声調の通言語的研究－その歴史的発展、統語的機能、および記述的研究」と題して国際シンポジウム
を開催しました。
　このシンポジウムは、当研究所が１９９８年から開催している国際シンポジウムの一環として開かれ、今
回が４回目となります（１９９８年度と２０００年度はCOEプログラムとして開催）。当シンポジウムは日本学
術振興会の援助を受けています。言語の音韻論の中でも、声調・アクセント現象について、世界の様々
な言語の専門家を集めたユニークなシンポジウムです。今回取り上げられた言語は、日本語、韓国語、
中国語の東アジア諸語から、クメール系、チベット・ビルマ系の東南アジア諸語、ニューギニア諸語、
スワヒリ語、カンバ語、マテンゴ語、クマン語、スマ語などのアフリカ諸語、カリチアナ語など南米諸
語など多岐に渡ります。３日間を、第１日目「声調の通時的発展」、第２日目「声調の統語的機能」、第
３日目「記述的研究」と題して３つのセッションに分けて発表と討議を行いました。
　参加者は、アメリカ、ヨーロッパ、アジア、アフリカ、オーストラリア、ブラジルなどの海外から２４
名、そして国内の大学などから６８名の計９２名でした。
　なお、初日にはレセプションが開かれました。当研究所宮崎恒二所長の挨拶、カリフォルニア州立大
学バークリー校のマティソフ教授による恒例の乾杯の音頭のあと、和やかに親交を深めました。
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アジア・アフリカ言語文化研究所国際シンポジウムを開催
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　１２月１７日（金）キャンパス内で、留学生のための国際交流事業として、「日本文化交流会」と「国際交
流の集い」が開催されました。
　今年度も、東外大と留学生支援の会の共催、武蔵野市国際交流協会後援という形で実施されました。
　まず、午後１時より、日本の多彩な伝統文化を留学生に紹介し、体験させるための「日本文化交流会」
として、「着物の着付け」「茶道」「墨絵、折り紙」「華道」「将棋」の５つの教室を開きました。２００名以
上の留学生が、それぞれの興味にまかせて、色々な教室を訪れ、日本文化を楽しみました。着物の着付
け教室は、いつも人気が高く、着物を着たまま茶道教室でお茶を楽しんだり、写真をお互いに取り合っ
たりで、できるだけ長く着物を着ていたい気持ちがとてもよく現れていました。また、和紙人形、墨絵
教室では、できあがった作品を、「国へのおみやげ！」とうれしそうに見せる留学生、将棋、お茶、お花
を体験した留学生も、いつになく目を輝かせていました。
　文化交流会の午後の時間は、このようにして、あっという間に過ぎていきました。ここでは、教える
側も、参加した留学生と楽しい時間を共有していました。
　夕方６時からの、「国際交流の集い」の会場である学生会館には、日頃から留学生を支援、協力して下
さっている奨学財団、地域住民、教職員、日本人チューター等、留学生を含めて３００名近い人々が集まり、
交流の輪を広げました。学長の挨拶の言葉から始まったパーティでは、日頃話す機会の少ない人たちと
の会話を楽しみ、親睦を深める機会を得ることができ、留学生たちは嬉しそうでした。
　パーティ後半の、留学生が司会のアトラクションの部では、留学生たちの踊り、楽器演奏に加え、日
本人学生の踊り、支援の会と学生のギター合奏など盛りだくさんで、おおいに会場がもりあがりました。
くじ引きゲームも、賞品が豊富で、会場をわかせていました。
　２００５年の最後の国際交流事業も、和気藹々と成功裏に終わりました。
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　東京外国語大学は２００４年１２月２２日に、アフガニスタン国情報文化省ユーゾフザイ副大臣、同国国立公
文書館ムハンマド・アンワール館長及び同館ゴットラー歴史資料部ディレクターをお迎えして「アフガ
ン講演会」を開催しました。
　この講演会は本学のアフガニスタン研究ネットワークが主催し、ユーゾフザイ副大臣は国際シンポジ
ウム「世界遺産バーミヤーン遺跡を守る」（１２月２１日有楽町朝日ホール、主催：（独）文化財研究所東京
文化財研究所、後援：文化庁、協力：朝日新聞社、NHK）に伴う来日でした。
　講演会は同研究ネットワークのメンバーを中心に４０名の参加があり、アフガニスタンにおける文化復
興、史資料の保存、公文書館の役割等の現状と課題を中心とする講演及び質疑応答がありました。
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「アフガン講演会」の開催について

ユーゾフザイ副大臣

講 演 会 風 景
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　本学における２つの２１世紀ＣＯＥプログラムの共催による総合シンポジウム『グローバリゼーション
と多文化的想像力』が、１月２７日、２８日の両日にわたって開かれました（最終日にあたる２月１０日の総
合シンポジウムについては後日報告の予定です）。この催物は、本学の中期目標・中期計画に盛られた年
次計画の一環として企画されたもので、初日の個別シンポジウム「インテグラルな地域文化研究拠点の
創生に向けて」では、高橋正明副学長による開会の挨拶につづき、次の３つのセッションが行われまし
た（会場はいずれも研究講義棟１０１、マルチメディアホール）。

・セッションＡ（言語情報学ＣＯＥ）「言語理論と言語教育の統合は可能か」
　川口裕司（以下、敬称等略）の司会のもと、高島英幸、富盛伸夫、峰岸真琴がパネリストとして参加
し、現在のＣＯＥの実績を踏まえつつ、本学における言語教育の根幹に関わる数々の問題が議論されま
した。

・セッションＢ（史資料ハブＣＯＥ）「グローバル化の現実と地域文化の変成を記録する」
　今井昭夫の司会により、史資料ハブでの研究での各部門を率いる新井政美、斎藤照子、沢田ゆかり、
西谷修、野本京子、宮崎恒二がパネリストとして参加、ＣＯＥプログラムの中間報告および今後の研究
の方向性をめぐって数々の具体的な提言がなされました。

・セッションＣ「グローバル化時代の〈翻訳〉」
　和田忠彦の司会により、松浦寿夫ほか、他大学から巽孝之（慶応大学）、西成彦（立命館大学）のゲス
トをお招きし、グローバル化時代における翻訳のありかた、その可能性と、さらには翻訳そのものの概
念の変容をめぐって刺激的な討論が繰り広げられました。
　なお、学生、教員、一般参加者あわせて延べ４００人の入場者がありました。

　翌２８日の研究報告会「グローバル化の現実と文化の基層をみつめる人文社会研究」では、語学研究所、
総合文化研究所、海外事情研究所の３研究所にて、主に本学の大学院博士課程に在籍する大学院生（各
部門６名、計１８名）による研究発表が行われました。司会を担当したのは、高垣敏博、西永良成、金井
光太朗の３氏で、報告会の終了後は、司会者および報告者が総合文化研究所に集まり、後期課程各コー
ス長（早津恵美子、西谷修、加賀谷良平）による話題提供、そして総合討論会が開かれました。
　この日の研究報告会および総合討論会には、研究報告者、教員、一般の市民あわせて約９０人の参加者
がありました。なお、Ａ，Ｂ，Ｃセッションでの議論、及び研究報告会での報告は近い将来に冊子とし
てまとめられる予定です。

13
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２１世紀COEプログラム総合シンポジウム 『グローバリゼーションと多文化的想像力』 開催
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人事異動

　東京外国語大学

　平成１６年８月３１日付

　　退　　職（任期満了） �������������������� （大学院地域文化研究科助教授）孫　　　　　歌

　平成１６年９月１日付

　　採　　用 �������������������������� （大学院地域文化研究科助教授）金　　戴　　賢
（新規採用）

（任期平成１７年８月３１日まで）

　平成１６年９月３０日

　　辞　　職 ���������������������� （アジア・アフリカ言語文化研究所教授）梶　　　茂　樹

（事務局付）加　藤　泰　郎

 ����������������������������������������������������� 

　平成１６年１０月１日

　　採　　用 ������������������������������������ （総務課）中　川　麻　衣
（新規採用）

（会計課）和　泉　悦　子
（新規採用）

（学務部留学生課）野　田　俊　平
（新規採用）

　平成１６年１０月１０日

　　辞　　職 ������������������������������������ （総務課）鈴　木　　　優

外国人研究員の異動

備  考招へい期間国　　籍氏　　　　名職 名・所 属

１６．９．１～１７．８．３１マダガスカル
RAZAFIARIOVONY,

Michel

アジア・アフリカ言語文化研究所
言語文化情報研究部門

１６．９．１～１７．８．３１
コンゴ民主共和
国

MOTINGEA,Andre 

Mangulu

アジア・アフリカ言語文化研究所
比較言語文化論研究部門

１６．９．１～１７．８．３１タンザニア
MKUDE,Daniel 

Joseph

アジア・アフリカ言語文化研究所
比較言語文化論研究部門

１６．９．１～１７．８．３１モロッコ
BENHADDA,Abderr-

ahim

アジア・アフリカ言語文化研究所
比較言語文化論研究部門

１６．９．１～１７．８．３１ドイツWITZEL,Michael
アジア・アフリカ言語文化研究所
情報資源利用研究センター
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外国語学部外国人研究者の受入れについて

受 入 れ 期 間研　究　課　題受入れ教員国　 籍研究者氏名

２００４．２．１０～２００４．４．９モンゴル中世史の研究二　木　博　史中 国
ツァイ � フォン    � リン

蔡　　 鳳　　 林

２００４．２．２８～２００５．２．２７日本語教育における具体的授業
法について早　津　恵美子中 国

キン ��    エイ �� シュク

金 英 淑

２００４．３．１～２００５．２．２８内モンゴル・ホルチン地方のシ
ャマニズムの研究二　木　博　史中 国

サ ���� ロー ���� ル

薩 茹 拉

２００４．４．１～２００５．３．３１モンゴル語と日本語の格に関す
る対照研究風　間　伸次郎中 国

ダ �     ラィ � ドゥ � レン

達 来 都 仁
トゥ ��� グ   ��� ス

特 古 斯
ア ル ダ ル

阿 拉 達 爾

２００４．４．１～２００５．３．３１
　（継続）

新バルガ部族の婚姻儀礼におけ
る歌謡の研究岡　田　和　行中 国

バ ト

巴 図

２００４．４．１～２００５．３．３１
　（継続）

モンゴル語バイリン方言の母音
の特徴について温　品　廉　三中 国

ブ ヘ

布 和

２００４．４．１～２００５．３．３１
　（継続）

モンゴル語の名詞接辞に関する
研究温　品　廉　三中 国

ボウ ��� ツイ ��� チン

包 翠 琴

２００４．４．１～２００５．３．３１
　（再継続）モンゴル語ホルチン方言の研究温　品　廉　三中 国

ウン ��� ド   ��� ス

温 都 蘇

２００４．４．１～２００５．３．３１
　（継続）古代日本詩歌史の研究村　尾　誠　一中 国

コウ �� ショウ �� コウ

黄 少 光

２００４．５．１～２００５．４．３０

「雇用均等法」以降における四
年生大学女子卒業生の就職意識
に関する研究－女子学生の職業
選択・決定意識と実質的就業動
向を中心にして－

稲　田　雅　洋中 国
リ シ ョ ウ ハ

李 尚 波

２００４．６．１～２００５．５．３１
　（継続）

日・中・蒙三言語における程度
を表す副詞に関する対照研究箕　浦　信　勝中 国

ア ラ ダ ル ト

阿 拉 達 爾 図

２００４．８．１～２００４．１０．３１明治時代の国語調査委員会にお
ける言語イデオロギー井　上　史　雄ド イ ツ

パ ト リ ッ ク

P a t r i c k
ハ イ ン リ ッ ヒ

H e i n r i c h

２００４．８．１～２００５．２．２８日本における多言語主義井　上　史　雄ド イ ツ
ペーターバックハウス

Peter Backhaus

２００４．９．１～２００５．８．３１
韓国語連語（Collocations）の構
成と意味的特性に対する電算言
語学的研究

五十嵐　孔　一韓 国
キム �� ジョン �� フィ

金 鍾 輝

２００４．１０．１～２００５．９．３０日本に保存されているモンゴル
文献研究岡　田　和　行中 国

オ ル ス ガ ル

烏 日 斯 � 拉

２００４．１０．１～２００５．９．３０JODK朝鮮放送協会の放送文芸
活動について月　脚　達　彦韓 国

ソ ���    ジェ ��� ギル

徐 在 吉
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受 入 れ 期 間研　究　課　題受入れ教員国　 籍研究者氏名

２００４．１０．１６～２００５．１．１５公共スペースの文化的構築：日
本とスペイン立　石　博　高スペインフランシスコ・ハ

ビエル・タブレロ

２００４．１２．１～２００５．１１．３０
　（再継続）

１９１０年代「毎日申報」連載の翻
案小説研究月　脚　達　彦韓 国

チェ ��     テ �� ウォン

崔 泰 源

２００５．１．１～２００５．１２．３１
　（継続）

モンゴル語社会科学用語辞典編
纂のための基礎的研究二　木　博　史モンゴル

ミ ャ グ マ リ ン

M y a g m a r y n
サ ラ ン ツ ェ ツ ェ グ

S a r a n t s e t s e g

２００５．１．１５～２００６．１．１４
　（継続）

モンゴル族口承文芸の一形式－
ホーリン・ウリゲルと漢民族の
長篇自話小説との関係

川　島　郁　夫中 国
ボウ ��� ジン ��� ガン

包 金 剛

２００５．２．１～２００６．１．３１
　（継続）

モンゴル民族の結婚文化と日本
の結婚文化の比較栗　田　博　之中 国

バ ���    イン ��� サン

白 音 倉

アジア・アフリカ言語文化研究所外国人フェローの受入れについて

受 入 れ 期 間研　究　課　題受入れ教員国　 籍研究者氏名

２００４．９．１～２００５．８．３１言語学、中央ユーラシア・東ア
ジア研究中　見　立　夫アメリカ

合 衆 国
CHRISTOPHER 

I.Beckwith

２００４．１０．２１～２００４．１１．２１現代日本における対中東政策の
研究黒　木　英　充レバノンMassoud Daher

２００４．１１．２９～２００６．３．３１
東アジアにおける漢字及び漢字
文化の受容・変容についての研
究－ベトナムと日本の比較

三　尾　裕　子ベトナムLa Minh Hang

２００４．１１．３０～２００５．１．８日本における留学生の教育管理ダニエルス・
クリスチャン中 国王 菊

２００５．２．１～２００６．１．３１バンツー系諸語の理論的研究中　山　俊　秀アメリカ
合 衆 国

ROSALIND RUTH 
ROBERTS-KOHNO

留学生日本語教育センター外国人共同研究員の受入れについて

受 入 れ 期 間研　究　課　題受入れ教員国　 籍研究者氏名

２００４．１０．１～２００５．９．３０日本語教育文法の運用－中国語
母語話者を対象とする実践研究柏　崎　雅　世中 国揚 紅
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平成１６年度外部資金受入状況

１０，７２３，３０４受　託　研　究

研究テーマ等機　関金　額所　　属氏　　名

紛争予防に関する公開講座外務省６，９８８，３０４地域文化研究科町　田　宗　鳳

Peace Education
ユネスコ・アジア
文化センター２，５００，０００地域文化研究科小笠原　欣　幸

言語間デジタルデバイド解消のための方
策に関する研究

 （独）科学技術振興
機構２６０，０００ＡＡ研町　田　和　彦

学習アプリケーション開発研究 （独）科学技術振興
機構３９０，０００外国語学部田　島　信　元

生活介入方法の開発・被験者の脳機能と
認知心理学検査

 （独）科学技術振興
機構５８５，０００外国語学部田　島　信　元

８，１２１，０００寄　　付　　金

研究テーマ等機　関金　額所　　属氏　　名

中央ヨーロッパにおける国民文化の形成
と都市景観の変容（プラハとクラクフ）三菱財団１，０００，０００外国語学部篠　原　　　琢

日本近世における身分的周縁と地域社会三菱財団２，５００，０００外国語学部吉　田　ゆり子

朝日新聞寄附講座の運営のため朝日新聞６００，０００外国語学部
馬 場　 彰
（学部長）

京都議定書の柔軟化措置の更なる実効的
活用

 （財）昭和シェル石
油環境研究助成財
団

８００，０００外国語学部石　橋　可奈美

（池端学長）３００，０００全学教育研究振興基金

（端艇部ＯＢ会）２，９２１，０００全学教育研究振興基金
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渡 航 期 間渡 航 先目　　　　　的職 名氏  　名

Ｈ１６．８．５～Ｈ１６．９．５タイ、マダガスカル
マダガスカル手話予備調査及びマダガ
スカル語資料収集（科学研究費補助金
＜東京外国語大学＞）

講師箕　浦　信　勝

Ｈ１６．８．５～Ｈ１６．９．１３イラン
イラン議会文書関係の資料調査、関係
資料の収集のため（科学研究費補助金
＜財団法人東洋文庫＞）

教授八尾師　　　誠

Ｈ１６．８．６～Ｈ１６．８．８中国
国際シンポジウム開催打合せ、資料収
集（科学研究費補助金＜東京外国語大
学＞）

教授亀　山　郁　夫

Ｈ１６．８．６～Ｈ１６．９．３ベトナム教科書作成のための資料収集（自費）客員助
教授

グエン・
トゥアン・ティ

Ｈ１６．８．６～Ｈ１６．９．２８マレーシア、シンガポ
ール

大学祭に使用する教材等の準備、資料
収集および調査（自費）

客員助
教授

サイフル
バハリビン・
アフマッド

Ｈ１６．８．７～Ｈ１６．８．２０フィリピンフィリピン語のテキスト作成のための
資料収集（自費）助教授山　下　美知子

Ｈ１６．８．７～Ｈ１６．９．２５フィリピン
調査地出発準備、発掘調査、調査報告
（科学研究費補助金＜東京外国語大
学＞）

助教授小　川　英　文

Ｈ１６．８．１０～Ｈ１６．９．４マレーシア、シンガポ
ール

マレー語の現状調査、口語資料と文献
収集、研究者との意見交換（自費）教授正　保　　　勇

Ｈ１６．８．１１～Ｈ１６．９．２インド図書閲覧、研究者訪問（科学研究費補
助金＜東京外国語大学＞）助教授粟　屋　利　江

Ｈ１６．８．１２～Ｈ１６．８．１７韓国国際韓国語教育学会の招待発表（国際
韓国語教育学会）教授野　間　秀　樹

Ｈ１６．８．１４～Ｈ１６．８．２９ロシア

第３７回アジア・北アフリカ研究国際会
議への参加、モンゴル中世史に関する
資料収集（科学研究費補助金＜東京外
国語大学＞）

教授二　木　博　史

Ｈ１６．８．１４～Ｈ１６．９．８トルコ、フランス、フ
ィンランド

日本語教育関係者と授業や自然会話デ
ータ収集の依頼、打合せ、試作教材の
配布、談話データ収集、日本語教育シ
ンポジウム出席など（科学研究費補助
金＜東京外国語大学＞）

教授宇佐美　まゆみ

Ｈ１６．８．１５～Ｈ１６．９．１３タイ
タイ映画資料収集及び研究者との打合
せ（科学研究費補助金＜東京外国語大
学＞）

教授宇　戸　清　治

Ｈ１６．８．１６～Ｈ１６．８．３１イギリス
香川大学第６回国際シンポジウム開催
に向けての研究調査（科学研究費補助
金＜東京外国語大学＞）

助教授石　橋　可奈美

海  外  渡  航

１．外国語学部

18

渡 航 期 間渡 航 先目　　　　　的職 名氏　  名

Ｈ１６．９．２０～Ｈ１６．９．２６カナダ第２回日加学長会議出席のため（学長
裁量経費）学長池　端　雪　浦
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渡 航 期 間渡 航 先目　　　　　的職 名氏  　名

Ｈ１６．８．１６～Ｈ１６．９．２７カンボジア

王立プノンペン大学とISEP留学生受
入のための打合せ、食文化に関する研
究のための資料収集および打合せ（自
費）

客員助
教 授
 （特任）

バン・ソバタナ

Ｈ１６．８．１７～Ｈ１６．１０．２アメリカ合衆国

１９世紀から２０世紀初頭にかけてのノー
スカロライナ州農村部における人の移
動、社会経済変化についての調査、研
究（自費）

教授佐々木　孝　弘

Ｈ１６．８．２２～Ｈ１６．８．２８中国
２１世紀地域文化研究班分科会Ⅱ「東ア
ジアの社会保障」に関する現地調査（２１
世紀COE＜東京外国語大学＞）

助教授澤　田　ゆかり

Ｈ１６．８．２３～Ｈ１６．９．１３イギリス、ドイツ、チ
ェコ、オーストリア

史料収集、研究打合せ（科学研究費補
助金＜東京大学＞）（三菱財団助成金）助教授篠　原　　　琢

Ｈ１６．８．２３～Ｈ１６．９．２８ポーランド研究論文執筆のための資料収集、会議
参加（自費）

客員助
教 授
 （特任）

ヘンリク・ヤン・
ドゥーダ

Ｈ１６．８．２４～Ｈ１６．８．３０中国
日中戦争期の東北地方における日本軍
の侵略の実態について調査、研究及び
研究者との交流（自費）

教授稲　田　雅　洋

Ｈ１６．８．２５～Ｈ１６．９．１６ミャンマー
関係機関にて、ビルマ地誌をめぐる研
究打合せ、資料収集（科学研究費補助
金＜東京外国語大学＞）

教授土　佐　桂　子

Ｈ１６．８．２６～Ｈ１６．９．２３
シンガポール、モザン
ビーク共和国、南アフ
リカ共和国

資料収集、研究打合せ、アフリカ歴史
学会参加（科学研究費補助金＜東京外
国語大学＞）

講師舩田クラーセン
さやか

Ｈ１６．８．２８～Ｈ１６．９．８タイ、ラオスラオス語資料収集、研究打合せ（自費）助教授鈴　木　玲　子

Ｈ１６．８．３０～Ｈ１６．９．９ベトナムフィジーの言語と文化のための資料収
集（自費）教授藤　田　　　進

Ｈ１６．８．３０～Ｈ１６．９．２３イラン研究者との意見交換、情報収集（科学
研究費補助金＜東京外国語大学＞）教授藤　井　守　男

Ｈ１６．９．１～Ｈ１６．９．１０イギリス
学会及びセミナー参加、社会文化的学
習理論の資料収集と意見交換（科学研
究費補助金＜東京外国語大学＞）

助教授海　野　多　枝

Ｈ１６．９．１～Ｈ１６．９．１２中国

Ｈ１６年度の文書資料マイクロ化及びＨ
１７年度シンポジウム開催の打ち合わせ
のため（２１世紀COE＜東京外国語大
学＞）

教授臼　井　佐知子

Ｈ１６．９．１～Ｈ１６．９．２９ブラジル

リオデジャネイロとサルヴァドールに
おける人種差別是正政策に関する資料
収集（科学研究費補助金＜東京外国語
大学＞）

教授鈴　木　　　茂

Ｈ１６．９．３～Ｈ１６．９．８タイ
タイ人元日本留学者への聞き取り調査
と資料収集（２１世紀COE＜東京外国語
大学＞）

助教授河　路　由　佳

Ｈ１６．９．３～Ｈ１６．９．１２イタリア

ミラノカトリック大学、ミラノ大学で
タルコフスキー、テオ・アンゲロプロ
ス監督に関する情報収集（科学研究費
補助金＜東京外国語大学＞）

教授亀　山　郁　夫

Ｈ１６．９．３～Ｈ１６．９．１４ベトナム
ベトナム北部の日本軍政下についての
聞き取り調査（２１世紀COE＜東京外国
語大学＞）

助教授今　井　昭　夫
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Ｈ１６．９．３～Ｈ１６．９．２５ブラジル
資料文献収集、研究調査、研究者と意
見交換など（科学研究費補助金＜東京
外国語大学＞）

助教授武　田　千　香

Ｈ１６．９．４～Ｈ１６．９．１１アメリカ合衆国
「地域研究の過去・現在・未来」につ
いて、米国の専門家にインタビュー調
査（２１世紀COE＜東京外国語大学＞）

教授井　尻　秀　憲

Ｈ１６．９．５～Ｈ１６．９．１３イギリス

２１世紀COE「史資料ハブ地域文化研究
拠点」と「地域研究コンソーシアム」
企画の国際連携事業の打合せ出席（２１
世紀COE＜東京外国語大学＞）

教授藤　井　　　毅

Ｈ１６．９．７～Ｈ１６．１０．３イギリス、ベルギー研究資料収集助教授石　橋　可奈美

Ｈ１６．９．１０～Ｈ１６．９．１４韓国研究打合せ、資料収集（科学研究費補
助金＜東京外国語大学＞）助教授李　　　孝　徳

Ｈ１６．９．１２～Ｈ１６．９．２５中国「論博支援プログラム」に基づく研究
指導（日本学術振興会）教授二　木　博　史

Ｈ１６．９．１６～Ｈ１６．９．２９フランス
パリ第３大学の研究者と研究交流、意
見交換、情報収集、インタビュー（科
学研究費補助金＜東京外国語大学＞）

教授荒　　　このみ

Ｈ１６．９．２～Ｈ１６．９．１４スペイン、イタリア

「地中海島興社会のマイクロエコロジ
ー構造と海域研究の方法と視角」での
海外調査のため（科学研究費補助金＜
一橋大学大学院＞）

教授立　石　博　高

Ｈ１６．９．２１～Ｈ１６．９．２４中国
中国における日本近代文学研究の現況
調査、現地研究者と交流（科学研究費
補助金＜東京外国語大学＞）

教授柴　田　勝　二

Ｈ１６．９．２８～Ｈ１６．１０．５スペイン手話研究に於ける諸問題学会出席（科
学研究費補助金＜東京外国語大学＞）講師箕　浦　信　勝

Ｈ１６．１０．２０～Ｈ１６．１０．２８アメリカ合衆国

公文書館での戦後日本文化史に関する
資料調査、およびコロンビア大学にお
ける東アジアの各種ナショナリズム現
象に関する研究打合せ（科学研究費補
助金＜東京外国語大学＞）

助教授岩　崎　　　稔

Ｈ１６．１０．２８～Ｈ１６．１０．３１韓国

合意の独裁論と東アジア現代史に関す
る国際会議とそのための研究打合せ
（科学研究費補助金＜東京外国語大
学＞）

助教授岩　崎　　　稔

Ｈ１６．１０．２８～Ｈ１６．１１．２中国
第４回ＦＩＴアジア・フォーラム学会
出席、通訳関連の授業についての研究
（自費）

教授鶴　田　知佳子

Ｈ１６．１１．１１～Ｈ１６．１１．１８フランス、ベルギー

国際歴史学シンポジウムへ報告者とし
て参加、欧州委員会にてEUIJに関す
る打合せ（科学研究費補助金＜東京外
国語大学＞）

教授渡　邊　啓　貴

Ｈ１６．１１．１７～Ｈ１６．１２．１フランス
資料参照、研究者作家との討論、情報
収集（科学研究費補助金＜東京外国語
大学＞）

教授西　永　良　成

Ｈ１６．１１．１８～Ｈ１６．１１．２５台湾
中央研究院近代史研究所主催の国際シ
ンポジウムに出席、発表のため（近代
史研究所）

教授佐　藤　公　彦

Ｈ１６．１１．１８～Ｈ１６．１１．３０イギリス
社会統括の変容に関するインタビュー
と資料収集のため（科学研究費補助金
＜東京外国語大学＞）

助教授若　松　邦　弘
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Ｈ１６．１１．１９～Ｈ１６．１１．２０韓国
国際学術大会に出席、報告のため
（National Institute of Korean 
History）

教授吉　田　ゆり子

Ｈ１６．１１．１９～Ｈ１６．１１．２７フランス

e-learningの国際会議およびワークシ
ョップへの参加、自然言語処理に関す
る資料・情報収集（委任経理金「教育
研究助成金」＜東京外国語大学＞）

講師望　月　　　源

Ｈ１６．１１．２０～Ｈ１６．１１．２４イギリス
英国ナショナル・ライフストーリーコ
レクション視察のため（２１世紀ＣＯＥ
＜東京外国語大学＞）

助教授倉　石　一　郎

Ｈ１６．１１．２４～Ｈ１６．１２．８マレーシアマレーシア語のフィールド調査のため
（２１世紀ＣＯＥ＜東京外国語大学＞）教授正　保　　　勇

Ｈ１６．１１．２５～Ｈ１６．１２．５フランス

「多様化する国際環境紛争への法的対
応」に関する共同研究およびOECD 
Global Forum on Sustainable 
Development（GFSD）に出席するた
め＜平和中島財団＞

助教授石 橋 可 奈 美

Ｈ１６．１１．２９～Ｈ１６．１２．３シンガポール
シンガポール国立大学における国際学
会にて外国語教育に関する基調講演を
行う（シンガポール国立大学）

教授宇佐美　まゆみ

Ｈ１６．１１．３０～Ｈ１６．１２．３シンガポール学会出席（２１COE＜東京外国語大
学＞）助教授海　野　多　枝

Ｈ１６．１１．３０～Ｈ１６．１２．７インドネシア

インドネシア語学・同語学教育に関す
る情報交換、インドネシア語教育に関
する国際セミナー出席（科学研究費補
助金＜東京外国語大学＞）

講師降　幡　正　志

Ｈ１６．１２．１１～Ｈ１６．１２．１６タイ
タイのインターネットによる本学日本
語教材アクセス状況の調査等（科学研
究費補助金＜東京外国語大学＞）

助教授林　　　俊　成

Ｈ１６．１２．１３～Ｈ１６．１２．３１パキスタン
ワヒー語言語調査、研究連絡および資
料収集のため（科学研究費補助金＜東
京外国語大学＞）

講師吉　枝　聡　子

Ｈ１６．１２．１４～Ｈ１６．１２．２０韓国韓国国語学会第３１回全国学術大会に出
席のため（自費）講師趙　　　義　成

Ｈ１６．１２．１５～Ｈ１６．１２．２９スペインフィールド調査（２１世紀ＣＯＥ＜東京
外国語大学＞）教授高　垣　敏　博

Ｈ１６．１２．１５～Ｈ１７．１．７イラン資料教材収集のため（自費）客員教
授

ターヘリー・
タンハー・

ザフラー

Ｈ１６．１２．１５～Ｈ１７．１．１５サウジアラビア現地研究者とのアラビア語教育につい
ての意見交換（自費）

客員助
教授

エルショルバギ
ー・サルワ

Ｈ１６．１２．１６～Ｈ１６．１２．２７ブルガリア古代スラヴ語関連の資料調査および収
集のため（自費）助教授金　指　久美子

Ｈ１６．１２．１６～Ｈ１６．１２．３０イラン第２回イラン国際学会文学学門で発表
するため（自費）講師佐々木　あや乃

Ｈ１６．１２．１６～Ｈ１６．１２．３１ロシア
平成１６年度２１世紀COEプログラムの
一環としての言語調査（２１世紀ＣＯＥ
＜東京外国語大学＞）

教授中　澤　英　彦

Ｈ１６．１２．１６～Ｈ１７．１．１６インド
ヒンディー語短期研修打合せのため、
中央ヒンディー学院の学院長と面会す
る他（自費）

客員教
授

スレーシュ・
リトゥパルナ
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Ｈ１６．１２．１７～Ｈ１６．１２．２６モンゴル
モンゴル国立中央文書館の所蔵する文
書史料のマイクロ化に関する協議（２１
世紀ＣＯＥ＜東京外国語大学＞）

教授二　木　博　史

Ｈ１６．１２．１７～Ｈ１７．１．８韓国授業のための資料収集（自費）教 授
 （特任）李　　　恩　卿

Ｈ１６．１２．１８～Ｈ１７．１．８ドイツ
トルコ文学研究者との研究打合せなら
びに資料収集のため（科学研究費補助
金＜東京外国語大学＞）

助教授林　　　佳世子

Ｈ１６．１２．１８～Ｈ１７．１．９カンボジア王立プノンペン大学とＩＳＥＰ留学生
選抜のための打合せ他（自費）

教 授
 （特任）バン・ソバタナ

Ｈ１６．１２．１８～Ｈ１７．１．１０インドネシアインドネシア語・文学の講義に必要な
教材資料収集および編集（自費）

助教授
 （特任）ズ デ イ ビ ヨ

Ｈ１６．１２．１８～Ｈ１７．１．１０ロシアロシア語研究者との打合せおよび資料
収集のため（自費）

客員助
教授

滝川（ニキパレ
ッツ）・ガリーナ

Ｈ１６．１２．１８～Ｈ１７．１．１１イタリア資料収集のため（自費）助教授
 （特任）

スリアノ・
マヌエラ

Ｈ１６．１２．１９～Ｈ１７．１．１１トルコトルコ語教育に関する資料収集のため
（自費）

助教授
 （特任）

セルチュク・
イシセヴェル

Ｈ１６．１２．２１～Ｈ１６．１２．３１ベトナム

日本軍政期の聞き取り調査、南部の
「戦争の記憶」についての研究打合せ
のため（科学研究費補助金＜東京外国
語大学＞）

助教授今　井　昭　夫

Ｈ１６．１２．２１～Ｈ１７．１．７ポルトガル、ドイツ
ポルトガルの歴史文書館での史料調
査・打合せ、ドイツにおけるポルトガ
ル人コミュニティの調査（自費）

講師舩田クラーセン
さやか

Ｈ１６．１２．２１～Ｈ１７．１．７韓国
ソウル大学で「形態論研究会」に出席
および延世大学付属図書館にて資料収
集のため（自費）

講師五十嵐　孔　一

Ｈ１６．１２．２２～Ｈ１７．１．８フィリピン日本語ーフィリピン語辞典の最終確認
および資料収集のため（自費）助教授山　下　美知子

Ｈ１６．１２．２４～Ｈ１７．１．１アメリカ合衆国

コロンビア大学図書館他で資料の閲覧、
収集およびフィラデルフィアで開催さ
れるＭＬＡ全国大会に参加するため
（自費）

講師加　藤　雄　二

Ｈ１６．１２．２４～Ｈ１７．１．６イタリア
ペトラルカの『カンツォニエーレ』を
めぐって時間の問題およびラウラの役
割に関する研究資料入手のため（自費）

助教授林　　　和　宏

Ｈ１６．１２．２５～Ｈ１７．１．１０ラオスラオス語教材収集のため（自費）客員助
教授

スィーラタナク
ン・アラン

Ｈ１６．１２．２７～Ｈ１７．１．１０イラン大学間交流における学術研究交流に関
する協議、検討のため（自費）教授八尾師　　　誠

Ｈ１６．１２．８～Ｈ１６．１２．１０台湾
学術討論会に参加し台湾の専門家と意
見交換を行う。（財団法人中華欧亜基
金会）

教授井　尻　秀　憲

Ｈ１６．１２．８～Ｈ１６．１２．１８エジプト資料収集（科学研究費補助金＜東京外
国語大学＞）教授八　木　久美子
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Ｈ１７．１．２～Ｈ１７．１．８イギリス
「多様化する国際環境紛争への法的対
応」に関する研究の資料収集（平和中
島財団）

助教授石　橋　可奈美

Ｈ１７．１．６～Ｈ１７．１．１０アメリカ合衆国アメリカ言語学会出席のため（科学研
究費補助金＜東京外国語大学＞）教授佐 野 洋

Ｈ１７．１．６～Ｈ１７．１．１０アメリカ合衆国アメリカ言語学会出席のため（科学研
究費補助金＜東京外国語大学＞）教授高　橋　作太郎

Ｈ１７．１．１４～Ｈ１７．１．１８タイ戦時体制下の在日留学生日本語予備教
育の研究打合せ、調査のため（自費）助教授河　路　由　佳

Ｈ１７．１．２２～Ｈ１７．１．３０オランダ、フランス
国際刑事裁判所、欧州人権裁判所、国
際司法裁判所等傍聴（２１世紀ＣＯＥ＜
東京外国語大学＞）

教授西立野　園　子

Ｈ１７．１．２２～Ｈ１７．１．３０オランダ、フランス国際刑事法廷の傍聴のため（２１世紀Ｃ
ＯＥプログラム＜東京外国語大学＞）教授西立野　園　子

Ｈ１７．１．２４～Ｈ１７．２．７イラン、アフガニスタ
ン

アフガニスタン国立公文書館にイラン
図書館より空供与された写本スキャナ
ーのドライバ（学長裁量経費）

教授八尾師　　　誠

Ｈ１７．２．１～Ｈ１７．２．７ロシア、グルジア

グルジア共和国トリビシで行われる南
コーカサス安全保障会議に出席および
モスクワでの資料・情報収集のため（科
学研究費補助金＜東京外国語大学＞）

教授渡 邊 啓 貴

23

２．大学院

渡 航 期 間渡 航 先目　　　　　的職 名氏　  名

Ｈ１６．８．１２～Ｈ１６．８．１７韓国国際韓国語教育学会の招待発表（国際
韓国語教育学会）教授野　間　秀　樹

Ｈ１６．９．１０～Ｈ１６．９．１８ドイツ、オーストリア、
ボスニア

「東欧圏における冷戦・内戦後の政治
経済の変容」の資料収集(科学研究費補
助金＜東京外国語大学＞）

教授西　谷　　　修

Ｈ１６．９．１０～Ｈ１６．９．１８ドイツ、オーストリア、
ボスニア

「東欧圏における冷戦・内戦後の政治
経済の変容」の資料収集(科学研究費補
助金＜東京外国語大学＞）

助教授中　山　智香子

Ｈ１６．９．１０～Ｈ１６．９．１８ドイツ、オーストリア、
ボスニア

「東欧圏における冷戦・内戦後の政治
経済の変容」の資料収集(科学研究費補
助金＜東京外国語大学＞）

助手阿　部　賢　一

Ｈ１６．１１．１２～Ｈ１６．１１．１５台湾台湾政治の最新の研究状況の調査、台
湾意識について聞き取り調査（自費）助教授小笠原　欣　幸

Ｈ１６．１１．２１～Ｈ１６．１１．２９東ティモール、インド
ネシア

国連開発計画植林活動参加ミーティン
グ及び植林活動監督の為（外務省委託
企画）

助教授小笠原　欣　幸

Ｈ１６．１２．１１～Ｈ１６．１２．１４台湾台湾政治の最新の研究状況の調査、台
湾意識について聞き取り調査（自費）助教授小笠原　欣　幸
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渡 航 期 間渡 航 先目　　　　　的職 名氏　  名

Ｈ１６．８．２～Ｈ１６．８．２６イラン
シーア派イスラーム法廷文書資料の収
集（科学研究費補助金＜東京外国語大
学＞）

助教授近　藤　信　彰

Ｈ１６．８．１３～Ｈ１６．８．３１ドイツ、ロシア
科研の実施に伴う文献・史料調査およ
び研究成果発表のため（科学研究費補
助金＜東京外国語大学＞）

教授中　見　立　夫

Ｈ１６．８．１４～Ｈ１６．８．２８ナミビア、南アフリカ、
イギリス

COEに係る資料収集および研究集会
出席（２１世紀ＣＯＥ＜東京外国語大
学＞）

助教授永　原　陽　子

Ｈ１６．８．１５～Ｈ１６．８．２６タイ、中国
中越経済関係資料収集およびタイ東北
部ベトナム人コミュニティ調査（科学
研究費補助金＜早稲田大学＞）

教授栗　原　浩　英

Ｈ１６．８．１６～Ｈ１６．９．１５マダガスカル、コモロ現地調査（科学研究費補助金＜東京外
国語大学＞）教授松　下　周　二

Ｈ１６．８．１７～Ｈ１６．８．２６タイ北部タイにおける家鶏および野鶏の調
査（自費）教授新　谷　忠　彦

Ｈ１６．８．２１～Ｈ１６．９．１１ロシア
ロシアの少数民族の言語に関する資料
収集と研究者との打合せ他（科学研究
費補助金＜東京外国語大学＞）

助教授呉　人　徳　司

Ｈ１６．８．２３～Ｈ１６．９．６
マレーシア、ブルネイ、
シンガポール、インド
ネシア

マレーシア島嶼部、ブルネイ、インド
ネシアにおけるジハード関連聞き取り
調査、資料調査（科学研究費補助金＜
東京外国語大学＞）

助教授飯　塚　正　人

Ｈ１６．８．２４～Ｈ１６．９．２４マレーシア、フィリピ
ン

国際研究会での研究報告および現地調
査（科学研究費補助金＜東京外国語大
学＞）

助教授床　呂　郁　哉

Ｈ１６．８．２５～Ｈ１６．８．３０マレーシア
サバ州等における現地調査ならびにワ
ークショップ組織（科学研究費補助金
＜東京外国語大学＞）

教授宮　崎　恒　二

Ｈ１６．８．２９～Ｈ１６．９．６モンゴル、中国
研究プロジェクト４-１に関する資料
調査のため（人間文化研究機構＜総合
地球環境学研究所＞）

助手荒　川　慎太郎

Ｈ１６．９．４～Ｈ１６．９．２５中国
チベット語動詞に関する資料調査およ
び研究打合せ（科学研究費補助金＜東
京外国語大学＞）

助教授星　　　　　泉

Ｈ１６．９．７～Ｈ１６．９．１４ギリシャ声調・イントネーション学会出席およ
び発表のため（ヨーロッパ科学財団）教授梶　　　茂　樹

Ｈ１６．９．１１～Ｈ１６．９．２３タイ

タイ東北部にて言語・文献調査および
バンコク市内、近郊にて研究打合せ、
資料収集（科学研究費補助金＜東京外
国語大学＞）

教授峰　岸　真　琴

Ｈ１６．９．２１～Ｈ１６．１０．４コートジボワール、フ
ランス

FSC海外拠点設置の交渉、及び研究打
ち合せ（研究所＜FSC経費＞）助教授眞　島　一　郎

Ｈ１６．９．２４～Ｈ１６．１１．６ロシア
研究者との研究打合せ、資料収集、国
際学会出席（科学研究費補助金＜東京
外国語大学＞）

助教授呉　人　徳　司

Ｈ１６．９．２８～Ｈ１６．１０．６デンマーク、スウェー
デン

第３７回国際シナ・チベット学会および
ワークショップ出席、言語学に関する
文献収集（自費）

助教授澤　田　英　夫

Ｈ１６．１０．３～Ｈ１６．１０．１３レバノンＦＳＣ海外拠点設置準備のための打合
せ（研究所・ＦＳＣ経費）助教授黒　木　英　充
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３．アジア・アフリカ言語文化研究所
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渡 航 期 間渡 航 先目　　　　　的職 名氏　  名

Ｈ１６．１０．３～Ｈ１６．１１．２３中国
研究打合せ、史料・拓本・碑文調査の
ため（人間文化研究機構総合地球環境
学研究所）

教授ダニエルス・
クリスチャン

Ｈ１６．１０．４～Ｈ１６．１０．１１マレーシア

サラワク開発研究所において研究打ち
合わせおよび換金作物に関する近郊農
村調査、サバ博物館において研究打ち
合わせ（科学研究費補助金＜東京外国
語大学＞）

教授内　堀　基　光

Ｈ１６．１０．１０～Ｈ１６．１１．１９フランス、マダガスカ
ル

ベチミサラカ方言の文法記述および方
言実態調査のための現地調査（科学研
究費補助金＜東京外国語大学＞）

助教授菊　澤　律　子

Ｈ１６．１０．２４～Ｈ１６．１１．７ロシア
スターリン関連資料の閲覧および収集
（科学研究費補助金＜東京外国語大学
＞）

教授栗　原　浩　英

Ｈ１６．１０．２７～Ｈ１６．１１．１４セネガル、ガンビア、
フランス

研究打合せ、MAAIF表敬、サイト
Field Trip他（科学研究費補助金＜東
京外国語大学＞）

教授小　川　　　了

Ｈ１６．１０．３１～Ｈ１６．１１．９ネパール
カトマンズ盆地のチベット交易経験者
等への聞き取り調査（２１世紀COE＜東
京外国語大学＞）

教授石　井　　　溥

Ｈ１６．１１．１～Ｈ１６．１１．１０イタリア、フランス
新出バレト辞書写本関連文献原本調査、
雑誌論文収集等（科学研究費補助金
＜東京外国語大学＞）

助教授豊　島　正　之

Ｈ１６．１１．７～Ｈ１６．１１．１０タイチェンマイ大学において資料収集（科
学研究費補助金＜東京外国語大学＞）助教授西　井　凉　子

Ｈ１６．１１．１３～Ｈ１６．１１．２２タイ、ラオス
ラオス文字に関する資料収集および碑
文の調査（科学研究費補助金＜東京外
国語大学＞）

教授高　島　　　淳

Ｈ１６．１１．１３～Ｈ１６．１１．２２タイ、ラオス
ラオス文字に関する資料収集および碑
文の調査（科学研究費補助金＜東京外
国語大学＞）

教授峰　岸　真　琴

Ｈ１６．１１．１８～Ｈ１６．１２．１チュニジア、モロッコ

チュニス大学附置ディラーセト・マグ
レブ研究所の国際的共同研究プロジェ
クトの最終研究報告会議に招待されて
出席、およびモロッコの王立資料館に
て文書史料調査を行う（自費）

客員研
究員

ベンハッダ・ア
ブデルラヒーム

Ｈ１６．１１．２１～Ｈ１６．１２．１中国中ソ関係関連資料の閲覧（科学研究費
補助金＜東京外国語大学＞）教授栗　原　浩　英

Ｈ１６．１１．２１～Ｈ１７．１．３０インド

CDACとのインド系文字、言語の共同
研究に関する打ち合わせ、チェンアイ
とマヅライにてインド系文字写本の調
査（科学研究費補助金＜東京外国語大
学＞）

教授ペーリ・バース
カ ラ ラ ー オ

Ｈ１６．１１．２６～Ｈ１６．１２．４フランス

人間統合科学に関するMaison des 
Sciences del' Hommeとの共同研究プ
ロジェクト実施についての打合せ（間
接経費＜東京外国語大学＞）

教授中　谷　英　明

Ｈ１６．１１．２７～Ｈ１６．１２．５アメリカ合衆国
ISO/IECJTC１/SC３２/WG４会議に出
席するため（社団法人情報処理学会情
報規格調査会）

教授芝　野　耕　司

Ｈ１６．１２．６～Ｈ１７．１．６ロシア、中国

チュクチ語に関する現地調査・資料収
集・研究打合せ、中国北方民族に関す
る資料収集・研究打合せ（科学研究費
補助金＜北海道大学＞）

助教授呉　人　徳　司

Ｈ１６．１２．８～Ｈ１６．１２．１０台湾
第１８回国際アジア歴史学者会議
（IAHA）出席（間接経費＜東京外国
語大学＞）

助教授根　本　　　敬
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渡 航 期 間渡 航 先目　　　　　的職 名氏　  名

Ｈ１６．１２．１１～Ｈ１７．１１．６タイ
「タイにおける人類学高等教育の実践
的研究」遂行のため（文部科学省海外
先進教育研究実践支援プログラム）

助教授西　井　凉　子

Ｈ１６．１２．１５～Ｈ１７．３．２１マダガスカル、モーリ
シャス

科研プロジェクトに係る資料収集、実
地調査及び研究者との意見交換（科学
研究費補助金＜東京外国語大学＞）

助教授深　澤　秀　夫

Ｈ１６．１２．１６～Ｈ１６．１２．２１韓国
科研プロジェクトに係る現地調査、ワ
ークショップ発表（科学研究費補助金
＜東京外国語大学＞）

助教授床　呂　郁　哉

Ｈ１６．１２．１６～Ｈ１６．１２．２３韓国
ワークショップ発表、韓国国内の小生
産物に関する調査・現地視察（科学研
究費補助金＜東京外国語大学＞）

教授小　川　　　了

Ｈ１６．１２．１６～Ｈ１６．１２．２４韓国
科研プロジェクトに係る現地視察、ワ
ークショップ発表、研究打合せ（科学
研究費補助金＜東京外国語大学＞）

教授内　堀　基　光

Ｈ１６．１２．１７～Ｈ１７．１．１アラブ首長国連邦、イ
エメン

博物館所蔵碑文史料調査、サヌア・ア
デン近郊の岩壁碑文調査（科学研究費
補助金＜東京外国語大学＞）

助教授飯　塚　正　人

Ｈ１６．１２．１９～Ｈ１７．１．７タイ北部タイにおける野鶏及び家鶏の調査
（自費）教授新　谷　忠　彦

Ｈ１６．１２．２４～Ｈ１７．１．７台湾
浅井・小川資料展示会関係の資料収集
（科学研究費補助金＜東京外国語大
学＞）

助教授三　尾　裕　子

Ｈ１７．１．２～Ｈ１７．１．１４アメリカ合衆国
少数言語資料アーカイブの視察、記述
言語学に強い大学院プログラムの視察
（間接経費＜東京外国語大学＞）

助教授中　山　俊　秀

Ｈ１７．１．３～Ｈ１７．１．１１ポルトガル

トラーズ・ウズ・モンテス・エ・ドウ
ロ大学よりの招待講演、及びキリシタ
ン文献関連資料調査（自費及びトラー
ズ・ウズ・モンテス・エ・ドウロ大学）

助教授豊　島　正　之

Ｈ１７．１．４～Ｈ１７．１．１０ミャンマー、タイ
日本占領期に関する資料収集、研究打
合せ等（委任経理金＜東京外国語大学
＞）

助教授根　本　　　敬

Ｈ１７．１．５～Ｈ１７．１．１３タイ
資料収集、チュラーロンコーン大学に
て研究打合せ（科学研究費補助金＜東
京外国語大学＞）

教授峰　岸　真　琴

Ｈ１７．１．６～Ｈ１７．１．１２中国中日学者清史研究座談会に参加して助
言を行う（中国国家清史編纂委員会）教授中　見　立　夫

Ｈ１７．１．８～Ｈ１７．２．１１ミャンマー、タイ、イ
ンドネシア

古代モン文字・古代ビルマ文字とカウ
ィ文字の類似点、相違点に関する資料
収集（科学研究費補助金＜東京外国語
大学＞）

助手塩　原　朝　子

Ｈ１７．１．８～Ｈ１７．１．２３ミャンマー
古代モン文字・中期モン文字・古代ビ
ルマ文字碑資料の撮影他（科学研究費
補助金＜東京外国語大学＞）

助教授澤　田　英　夫

Ｈ１７．１．８～Ｈ１７．１．２３ミャンマー

ビルマ文字についての資料収集、碑文
写本資料の調査、資料収集、ビルマ文
字印刷資料収集（科学研究費補助金
＜東京外国語大学＞）

教授高　島　　　淳

Ｈ１７．１．１０～Ｈ１７．２．１中国
歴史知識に関する資料収集・研究打合
せ（科学研究費補助金＜東京外国語大
学＞）

教授ダニエルス・
クリスチャン

Ｈ１７．１．１１～Ｈ１７．１．１９ドイツ
ジェノサイドと植民地主義に関する国
際会議への出席（科学研究費補助金
＜東京外国語大学＞）

助教授永　原　陽　子
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渡 航 期 間渡 航 先目　　　　　的所　属氏　  名

Ｈ１７．１．１４～Ｈ１７．１．２５フランス領サン・ピエ
ール、カナダ

サン・ピエール及びミクロン島の歴史
資料収集、民話の聞き取り調査、及び
研究打合せ（科学研究費補助金＜東京
外国語大学＞）

助教授小　田　淳　一

Ｈ１７．１．１６～Ｈ１７．１．２８ロシア

「日露戦争期の東北アジア国際関係」
に関する調査および成果取りまとめ
（科学研究費補助金＜北大スラブ研究
センター＞）

教授中　見　立　夫

Ｈ１７．１．２１～Ｈ１７．２．３レバノン
共同研究事業の打合せと現地拠点形成
準備（科学研究費補助金＜東京外国語
大学＞）

助教授黒　木　英　充

Ｈ１７．１．２８～Ｈ１７．１．３０中国研究プロジェクトに関わる資料調査
（総合地球環境学研究所）助手荒　川　慎太郎

Ｈ１７．１．３１～Ｈ１７．２．１４マダガスカル研究打合せ、農村での現地調査（科学
研究費補助金＜東京外国語大学＞）教授内　堀　基　光

４．留学生日本語教育センター

渡 航 期 間渡 航 先目　　　　　的職 名氏　  名

Ｈ１６．８．５～Ｈ１６．９．６オーストラリア研究者と情報交換および資料収集、留
学生の受け入れ調査（自費）助教授宮　城　　　徹

Ｈ１６．８．１７～Ｈ１６．８．２０台湾東呉大学日本語学科教員と情報・意見
交換および現地事情視察（自費）講師鈴　木　智　美

Ｈ１６．８．１７～Ｈ１６．９．１ドイツ資料収集、研究打合せ、インタビュー
調査（自費）教授谷　　　和　明

Ｈ１６．８．１７～Ｈ１６．８．２１マレーシア
マレーシア政府派遣留学生文部科学省
試験問題作成のための調査および打合
せ（文部科学省）

助教授藤　村　知　子

Ｈ１６．８．１７～Ｈ１６．８．２１マレーシア
マレーシア政府派遣留学生文部科学省
試験問題作成のための調査および打合
せ（文部科学省）

助教授佐　藤　宏　隆

Ｈ１６．１１．１８～Ｈ１６．１１．２２パラオ日本語コンテンツの実態調査（外部科
研による出張）助教授土　屋　順　一

Ｈ１６．１１．２５～Ｈ１６．１１．３０ドバイ、テヘラン第３回イスラム世界との文明間対話セ
ミナー出席（外務省）教授町　田　孝次郎

Ｈ１６．１２．１６～Ｈ１６．１２．２７カンボジア人権問題調査（ユネスコ依頼による大
学院プログラムの出張）教授町　田　孝次郎

Ｈ１６．１２．１７～Ｈ１７．１．１０アメリカ研究者と情報交換および資料収集（自
費）助教授中　村　　　彰

Ｈ１６．１２．１９～Ｈ１７．１．８中国研究者との情報交換、資料収集（自費）助教授善如寺　俊　幸

Ｈ１６．１２．２１～Ｈ１７．１．６ドイツ文献・資料収集、インタビュー調査（自
費）教授谷　　　和　明
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渡 航 期 間渡 航 先目　　　　　的職 名氏　  名

Ｈ１６．１２．３１～Ｈ１７．１．９インドネシア、シンガ
ポールe-Learning 教材普及のため（自費）助教授藤　村　知　子

Ｈ１７．２．１７～Ｈ１７．２．２５オーストラリア、ニュ
ージランド

日本語授業にかかわる状況調査・情報
交換（科学研究費補助金〈東京外国語
大学〉）

教授伊　東　祐　郎

Ｈ１７．２．１７～Ｈ１７．２．２６オーストラリア、ニュ
ージランド

日本語指導についてのヒアリング調査
および資料収集（科学研究費補助金〈東
京外国語大学〉）

助教授藤　森　弘　子

Ｈ１７．２．２７～Ｈ１７．３．２中国共同研究のための予備調査（自費）教授坂　本　　　恵

Ｈ１７．２．２７～Ｈ１７．３．５中国センター開発教材の紹介・講演（自費）助教授藤　村　知　子

Ｈ１７．３．１～Ｈ１７．３．６シンガポール、マレー
シア

日本留学体験に関する追跡調査のため
に資料収集（科学研究費補助金〈東京
外国語大学〉）

助教授宮　城　　　徹

Ｈ１７．３．９～Ｈ１７．３．１２韓国日本語教育関係資料収集（科学研究費
補助金〈東京外国語大学〉）助教授藤　森　弘　子

Ｈ１７．３．９～Ｈ１７．３．１２韓国日本語教育関係資料収集（科学研究費
補助金〈東京外国語大学〉）教授柏　崎　雅　世

Ｈ１７．３．１０～Ｈ１７．３．１５ドイツ
ドイツVＨS日本語講師の会定例研修
会出席・講演（ドイツVＨS日本語講師
の会（招待））

助教授荒　川　洋　平

Ｈ１７．３．１３～Ｈ１７．４．２ドイツ研究打合せ、資料収集（自費）教授谷　　　和　明

Ｈ１７．３．１６～Ｈ１７．３．２４イタリア、韓国
学会出席・発表（科学研究費補助金
〈東京外国語大学〉）、ベネチア大学研
究者との打合せ（自費）

助教授土　屋　順　一

Ｈ１７．３．１７～Ｈ１７．３．２２イタリア、ドイツ研究会出席・発表（自費）助教授藤　村　知　子

渡 航 期 間渡 航 先目　　　　　的職 名氏　  名

Ｈ１７．１．１１～Ｈ１７．２．４オーストラリア研究マネジメント研修（JISTEC）研究協
力課三　浦　吉　永

５．事務局
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８月２日（月）　留学生見学旅行（～８月４日迄　於：
長野・山梨）
アジア・アフリカ言語文化研究所言語

　　　　　　　 研修ビルマ語中級開講式
　　　　　　　 事務連絡会議
８月３日（火）　役員会
８月４日（水）　大阪外国語大学との定期競技大会事務

打合せ
８月５日（木）　廈門大学との協定書調印式
　　　　　　　 体団協研修会
８月９日（月）　オープンキャンパス
８月１０日（火）　役員会
８月１６日（月）　アジア・アフリカ言語文化研究所言語

研修ベンガル語開講式
８月１７日（火）　大学入試センター試験担当者連絡協議

会（於：メルパルク東京）
８月２２日（日）　夏季日本語プログラム留学生見学旅行

（～８月２４日迄　於：長野・山梨）
８月２４日（火）　役員会

大学運営会議
８月２６日（木）　夏季日本語プログラム閉講式
８月２７日（金）　アジア・アフリカ言語文化研究所言語

研修カザフ語閉講式（於：大阪外国語
大学）

８月３０日（月）　韓国国際交流財団からの奨励（金）贈
呈式

８月３１日（火）　役員会
教育研究評議会
関東甲信越地区国立大学法人等施設担

　　　　　　　 当部課長会（第１回）（於：東京工業大
　　　　　　　 学）
９月２日（木）　科目等履修生、研究生（日本人）出願

期間（～９月３日迄）
外国人研究員オリエンテーション
アジア・アフリカ言語文化研究所企画

　　　　　　　 運営委員会
９月６日（月）　役員懇談会

留学生日本語教育センター学部進学留
　　　　　　　 学生授業再開

事務連絡会議
９月７日（火）　役員会
９月８日（水）　学生委員会
９月９日（木）　アジア・アフリカ言語文化研究所教授

会
留学生日本語教育センター教授会
外国人研究員との情報交換会

９月１０日（金）　留学生日本語教育センター研究留学生
修了式
アジア・アフリカ言語文化研究所言語

　　　　　　　 研修ビルマ語中級閉講式
９月１３日（月）　役員会

外国語学部教務委員会
９月１４日（火）　大学運営会議

四大学学長懇談会（於：如水会館）

事    項月 日 曜

９月１５日（水）　外国語学部教授会
外国語学部運営会議
外国語学部入試委員会
留学生委員会
図書館委員会
大学院博士前期課程（ＰＣＳ）出願期

　　　　　　　 間（～１０月６日迄）
９月１７日（金）　科目等履修生、研究生（日本人）合格

発表
アジア・アフリカ言語文化研究所言語

　　　　　　　 研修ベンガル語閉講式
９月２１日（火）　役員会
９月２２日（水）　国際基督教大学図書館との相互利用協

定調印式
大学院教授会
大学院協議会
大学院博士前期課程言語文化コース会

　　　　　　　 議
大学院博士前期課程地域研究コース会

　　　　　　　 議
９月２４日（金）　平成１６年度（第５７回）国立大学法人単

科大学事務局長会議（於：ホテルニュ
ーオータニ長岡）

９月２６日（日）　大学入試センター試験リスニング試行
テスト

９月２７日（月）　役員懇談会
大学院博士前期課程出願期間（～１０月

　　　　　　　 １日迄）
科目等履修生、研究生（日本人）入学

　　　　　　　 手続（～９月２８日迄）
留学生日本語教育センター学部進学留

　　　　　　　 学生前期期末試験（～９月２９日迄）
国立大学法人等施設担当部課長会（於：

　　　　　　　 東京大学）
９月２８日（火）　平成１６年９月外国語学部卒業式・学位

記授与式及び大学院地域文化研究科学
位記授与式
役員会
教育研究評議会
平成１６年度関東・甲信越地区国立大学

　　　　　　　 法人等係長研修（～１０月１日迄　於：
　　　　　　　 国立オリンピック記念青少年総合セン
　　　　　　　 ター）
９月２９日（水）　大学院博士前期課程言語文化・４専修

合同コース会議
大学院博士前期課程地域研究コース会

　　　　　　　 議
大学院博士前期課程国際協力専修コー

　　　　　　　 ス会議
９月３０日（木）　アジア・アフリカ言語文化研究所企画

運営委員会
留学生日本語教育センター研修旅行　

　　　　　　　 （～１０月１日迄　於：信州方面）
TOEIC-IP試験

 １０月１日（金）　ラオス国立大学との協定書調印式
 １０月４日（月）　第８回全国外大学長会議（於：ホテル

ニュー長崎）
役員懇談会

 １０月５日（火）　役員会
大学運営会議
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中国大学日本語教師研修生来訪
 １０月２９日（金）　平成１７年度私費外国人研究生（外国在

住者）願書受付期間（～１１月５日迄）
平成１６年度国立大学法人図書館事務長

　　　　　　　 懇談会（於：東京芸術大学）
 １１月２日（火）　役員会

事務連絡会
 １１月４日（木）　アジア・アフリカ言語文化研究所運営

諮問委員会
 １１月６日（土）　外国語学部第３年次編入学及び一般編

入学試験
留学生日本語教育センター移転記念シ

　　　　　　　 ンポジウム
 １１月９日（火）　役員会

アジア・アフリカ言語文化研究所所長
　　　　　　　 選挙公示
 １１月１０日（水）　大学院教授会

大学院協議会
大学院博士前期課程言語文化・４専修

　　　　　　　 合同コース委員会
大学院博士前期課程地域研究・国際協

　　　　　　　 力専修合同コース委員会
学生委員会

 １１月１１日（木）　アジア・アフリカ言語文化研究所教授
会
留学生日本語教育センター教授会
国立大学附置研究所・センター長会議

　　　　　　　 シンポジウム、 パネル・ポスター展示会
 １１月１２日（金）　大学院博士前期課程第１次選考合格者

発表
大学院博士前期課程（ＰＣＳ）合格者

　　　　　　　 発表
国立大学附置研究所・センター長会議

　　　　　　　 （第三部会）（於：学士会館）
地域住民との交流会

 １１月１４日（日）　日本留学試験
 １１月１５日（月）　役員懇談会

帰国子女、私費外国人留学生特別選抜
　　　　　　　 出願期間（～１１月１９日迄）
 １１月１６日（火）　役員会

大学運営会議
 １１月１７日（水）　外国語学部運営会議

外国語学部教務委員会
留学生委員会

 １１月１８日（木）　留学生日本語教育センター研究留学
　　　　　　　 生・教員研修留学生都内見学
 １１月１９日（金）　第８２回外語祭（～１１月２３日迄）

留学生日本語教育センター進学に関す
　　　　　　　 る打合せ（於：大阪外国語大学）
 １１月２０日（土）　オープンキャンパス
 １１月２１日（日）　留学生支援の会バザー
 １１月２２日（月）　フィリピン国立大学ミンダナオ校
 １１月２４日（水）　永年勤続者表彰

外国語学部教授会
アジア・アフリカ言語文化研究所展示

　　　　　　　 会「アラビア文字の旅」（～１２月２２日迄）
 １１月２５日（木）　四大学学長懇談会（於：如（水）会館）

四大学附置研究所長懇談会（於：一橋
　　　　　　　 大学）

アジア・アフリカ言語文化研究所企画

 １０月６日（水）　学生委員会
事務連絡会

 １０月７日（木）　ISEPTUFS、日研生、教研生入学式
アジア・アフリカ言語文化研究所教授

　　　　　　　 会
国家公務員共済組合支部年次監査（～

　　　　　　　 １０月８日迄）
 １０月８日（金）　留学生日本語教育センター研究留学生
　　　　　　　 ・教員研修留学生入学式
 １０月１２日（火）　役員会

留学生健康診断
外国語学部入試委員会

 １０月１３日（水）　第５６回大阪外国語大学定期競技大会
 （～１０月１４日迄）
ＦＤ委員会
外国語学部教務委員会
外国語学部・大学院地域文化研究科論

　　　　　　　 集委員会
 １０月１４日（木）　アジア・アフリカ言語文化研究所教授

会
留学生日本語教育センター教授会
多摩地区国立大学等事務局長等懇談会

　　　　　　　 （於：大学評価・学位授与機構）
 １０月１５日（金）　国立大学附置全国共同利用研究所・研

究センター協議会（仮称）設立総会（於：
千里阪急ホテル）
淑明女子大学校大学院生来訪
就職マスコミガイダンス

 １０月１８日（月）　就職スタートアップガイダンス
 １０月１９日（火）　役員会

大学運営会議
多摩地区国立大学学長懇談会（於：東

　　　　　　　 京学芸大学）
 １０月２０日（水）　大学院教授会

大学院協議会
留学生委員会
外国語学部運営会議

 １０月２１日（木）　留学生日本語教育センター大学進学説
明会
東京都高等学校進路指導協議会大学見

　　　　　　　 学会
アジア・アフリカ言語文化研究所企画

　　　　　　　 運営委員会
 １０月２２日（金）　関東甲信越地区国立大学等総務部課長

会議（於：如水会館）
 １０月２３日（土）　大学院博士前期課程第１次選考
 １０月２５日（月）　全国国立大学学生指導担当副学長協
　　　　　　　 議会（～１０月２６日迄　於：岡山大学）
 １０月２６日（火）　役員会

教育研究評議会
 １０月２７日（水）　外国語学部教授会

大学院博士前期課程言語文化コース会
　　　　　　　 議

大学院博士前期課程地域研究コース会
　　　　　　　 議

大学院博士前期課程４専修コース会議
大学院博士前期課程国際協力専修コー

　　　　　　　 ス会議
図書館委員会
就職スタートアップガイダンス
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第２回大学入試センター試験入試担当
　　　　　　　 者連絡協議会（於：昭和女子大学）
 １２月１８日（土）　TOEIC-IP試験
 １２月２０日（月）　留学生日本語教育センター冬季休業

公務員試験対策セミナー
 １２月２１日（火）　役員会

大学運営会議
 １２月２２日（水）　外国語学部第３年次編入学、一般編入

学及び大学院博士前期課程合格者発表
「アフガン講演会」
就職ガイダンス（模擬面接）

 １２月２８日（水）　教育研究評議会
大学院地域文化研究科と役員会との懇

　　　　　　　 談会
御用納め

１月４日（火）　御用始め
賀詞交歓会

１月５日（水）　役員会
外国語学部運営会議

１月７日（金）　事務連絡会
国立大学法人東京外国語大学会計基準

　　　　　　　 研修（～２月１５日迄）
１月１１日（火）　役員会

留学生日本語教育センター第３学期授
　　　　　　　 業再開
１月１２日（水）　外国語学部教授会

外国語学部教務委員会
外国語学部入試委員会
学生委員会
留学生委員会
大学入試センター試験監督者説明会

１月１３日（木）　アジア・アフリカ言語文化研究所教授
会
留学生日本語教育センター教授会

１月１４日（金）　外国語学部入試委員会
留学生日本語教育センター社会見学

１月１５日（土）　大学入試センター試験（～１月１６日迄）
１月１７日（月）　役員会
１月１８日（火）　役員会

大学運営会議
外国語学部第３年次編入学、一般編入

　　　　　　　 学及び大学院博士前期課程入学手続期
　　　　　　　 間（～１月１９日迄）
１月１９日（水）　大学院教授会

大学院協議会
北京語言大学理事長来訪

１月２１日（金）　第４回経営協議会（於：如水会館）
第３回学長選考会議（於：如水会館）

１月２２日（土）　大学院博士後期課程筆答試験
１月２５日（火）　役員会

教育研究評議会
１月２７日（木）　アジア・アフリカ言語文化研究所企画

運営委員会
１月２８日（金）　予算等説明会（於：三田共用会議所）
１月２９日（土）　大学院博士後期課程口述試験
２月１日（火）　役員会

　　　　　　　 運営委員会
 １１月２６日（金）　第４０回国立大学法人１２大学学長懇話会

（於：お茶の（水）女子大学）
 １１月２９日（月）　大学院博士後期課程出願期間（～１２月

３日迄）
中国河北省教育訪日視察団来訪

 １１月３０日（火）　役員会
教育研究評議会

 １２月１日（水）　留学生委員会
学生委員会
外国語学部運営会議

 １２月２日（木）　留学生日本語教育センター教授会
韓国人文社会研究会来訪

 １２月３日（金）　第３回経営協議会
第２回学長選考会議

 １２月４日（土）　大学院博士前期課程口述試験（言語文
化コース以外）

 １２月５日（日）　大学院博士前期課程口述試験（言語文
化コース）

 １２月６日（月）　事務連絡会
留学生日本語教育センター学部進学留

　　　　　　　 学生後期中間試験（～１２月９日迄）
 １２月７日（火）　役員会
 １２月８日（水）　外国語学部教授会

外国語学部教務委員会
外国語学部入試委員会

 １２月９日（木）　アジア・アフリカ言語文化研究所教授
会
アジア・アフリカ言語文化研究所所長

　　　　　　　 選挙
 １２月１０日（金）　リーズ大学来訪

就職セミナーＳＰＩ論作文講座
 １２月１３日（月）　外国語学部日本課程（外国人留学生）

出願期間（～１２月１７日迄）
 １２月１４日（火）　役員会

国際シンポジウム「音調に関する通言
　　　　　　　 語的研究」（～１２月１６日迄）

第１１回国立大学法人等西東京地区中堅
　　　　　　　 職員研修（～１２月１６日迄　於：東京農
　　　　　　　 工大学）
 １２月１５日（水）　大学院教授会

大学院協議会
大学院博士前期課程言語文化・４専修

　　　　　　　 合同コース委員会
大学院博士前期課程地域研究・国際協

　　　　　　　 力専修合同コース委員会
大学院博士後期課程言語文化コース会

　　　　　　　 議
大学院博士後期課程地域研究コース会

　　　　　　　 議
大学院博士後期課程A・A研コ ー ス会議

 １２月１６日（木）　留学生日本語教育センター教授会
国立大学図書館協会東京地区協会人事

　　　　　　　 担当事務（課）長懇談会及び平成１６年
　　　　　　　 度事務連絡会議（於：東京工業大学）
 １２月１７日（金）　国際交流の集いと日本文化交流会

私費外国人研究生（外国在住者）合格
　　　　　　　 者発表

留学生日本語教育センター進学配置案
　　　　　　　 会議

東京外国語大学
企画広報室発行
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